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１．2026年２月期第１四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 6,870 △4.8 147 △53.1 153 △52.6 89 △55.1

2025年２月期第１四半期 7,213 △1.1 313 △13.0 323 △12.4 198 △14.0
(注)包括利益 2026年２月期第１四半期 89百万円(△55.1％) 2025年２月期第１四半期 198百万円(△14.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第１四半期 6.96 －

2025年２月期第１四半期 15.49 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第１四半期 11,779 6,222 52.8

2025年２月期 10,859 6,300 58.0
(参考) 自己資本 2026年２月期第１四半期 6,222百万円 2025年２月期 6,300百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 0.00 － 13.00 13.00

2026年２月期 －

2026年２月期(予想) 0.00 － 13.00 13.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 15,100 0.4 310 △42.8 320 △42.8 170 △50.0 13.27

通期 29,900 5.7 410 △23.9 440 △23.3 230 △33.4 17.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） 株式会社サンモール

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年２月期１Ｑ 12,812,000株 2025年２月期 12,812,000株

② 期末自己株式数 2026年２月期１Ｑ 280株 2025年２月期 280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期１Ｑ 12,811,720株 2025年２月期１Ｑ 12,811,720株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2025年３月１日～2025年５月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善

するなか、概ね緩やかに回復している一方で、米国の通商政策の影響による景気の下振れリスクが高まっており、

先行き不透明な状況となっております。

小売業界においては、業態の垣根を超えた競争の激化に加え、コメを中心とした各種食料品やエネルギー価格等

幅広く物価上昇が進行しており、生活防衛から消費者の節約志向が更に強まるなど、引き続き厳しい経営環境とな

っております。

このような状況のもと、当社グループは引き続き徹底したローコストでの店舗運営を推進すると共に、オリジナ

ル商品等の取扱強化等を図り、「人々の生活を支えるインフラ（社会基盤）となる」との企業理念の下、地域にお

ける生活便利店としてチェーンストア経営に注力してまいりました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、仕入価格の高騰に歯止めがかからないことに加え、ＪＶ商品（※）の集荷

が、一部改善の兆しはあるものの依然軟調に推移したことなどが影響し、遺憾ながら前年同期比減収となりまし

た。また収益面では、Ｍ＆Ａ関連費用や車輌購入に伴う減価償却費など前向きな投資に係る費用の増加に加え、水

道光熱費の高騰などが収益を圧迫し前年同期比減益の結果となりました。

当社オリジナル商品の「尚仁沢の天然水」、「はじける強炭酸水（天然水の炭酸水）」はいずれも好調な販売を

維持しており、当社全体の業績を支えております。また、子会社株式会社尚仁沢ビバレッジにおいては、新倉庫を

保有したことで生産効率が更に向上すると共に、安定した稼働と量産体制により製造原価の低減が実現し、引き続

き連結業績に大きく寄与している状況です。

なお、当第１四半期連結会計期間末より新たに子会社化した株式会社サンモールについては、今後、管理体制の

強化や新たなノウハウの蓄積、両社間でのシナジー効果の創出に注力してまいります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間は、売上高6,870,326千円（前期比4.8％減）、営業利益147,308千円

（同53.1％減）、経常利益153,398千円（同52.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益89,106千円（同55.1

％減）となりました。

なお、当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメントごとの経営成

績の記載を省略しております。

（※）ＪＶ（ジェーソン・バリュー）商品

当社グループの特別な集荷努力により、お客様と当社グループ双方にとってより有利さを実現した商品。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて920,136千円増加し、11,779,396千円と

なりました。有形固定資産が250,814千円、現金及び預金が227,963千円、売掛金が178,118千円及びのれんが

150,286千円増加しており、これは主に、株式会社サンモールを新たに連結の範囲に含めた影響等によります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて997,583千円増加し、5,556,838千円となりました。短期借入金を含む有

利子負債が459,579千円及び買掛金が402,054千円増加しており、これは主に、株式会社サンモールを新たに連結の

範囲に含めた影響等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて77,446千円減少し、6,222,557千円となりました。これは、利益剰余

金が77,446千円減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年２月期の連結業績予想につきましては、本日公表（2025年７月14日）いたしました業績予想に変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,113,685 4,341,649

売掛金 435,178 613,297

商品及び製品 2,298,417 2,347,550

原材料及び貯蔵品 23,146 28,129

その他 216,061 239,237

流動資産合計 7,086,489 7,569,865

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,348,999 2,997,785

減価償却累計額 △1,613,596 △2,095,480

建物及び構築物（純額） 735,402 902,304

機械装置及び運搬具 406,427 468,397

減価償却累計額 △288,738 △315,493

機械装置及び運搬具（純額） 117,689 152,904

工具、器具及び備品 574,910 673,634

減価償却累計額 △484,172 △570,929

工具、器具及び備品（純額） 90,737 102,704

土地 1,123,718 1,175,020

リース資産 368,020 368,020

減価償却累計額 △147,729 △161,874

リース資産（純額） 220,290 206,145

建設仮勘定 3,984 3,557

有形固定資産合計 2,291,823 2,542,637

無形固定資産

のれん 785 151,071

その他 157,709 159,737

無形固定資産合計 158,494 310,808

投資その他の資産

敷金及び保証金 969,973 999,340

繰延税金資産 219,680 222,684

その他 132,798 134,060

投資その他の資産合計 1,322,452 1,356,084

固定資産合計 3,772,769 4,209,531

資産合計 10,859,259 11,779,396
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,040,669 2,442,724

短期借入金 172,000 458,000

1年内返済予定の長期借入金 391,628 420,427

リース債務 67,697 65,397

未払金 447,282 387,100

未払法人税等 99,898 79,738

賞与引当金 43,762 60,329

株主優待引当金 35,973 39,951

その他 146,305 301,204

流動負債合計 3,445,217 4,254,872

固定負債

長期借入金 141,524 303,848

リース債務 185,885 170,642

繰延税金負債 4,789 7,218

役員退職慰労引当金 395,208 400,697

退職給付に係る負債 182,129 181,252

資産除去債務 188,583 221,408

その他 15,916 16,898

固定負債合計 1,114,038 1,301,965

負債合計 4,559,255 5,556,838

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 5,720,160 5,642,714

自己株式 △57 △57

株主資本合計 6,300,003 6,222,557

純資産合計 6,300,003 6,222,557

負債純資産合計 10,859,259 11,779,396
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

売上高 7,213,839 6,870,326

売上原価 5,255,854 5,049,808

売上総利益 1,957,985 1,820,517

販売費及び一般管理費 1,644,002 1,673,209

営業利益 313,982 147,308

営業外収益

受取利息 435 504

受取手数料 3,006 3,624

固定資産賃貸料 2,447 2,340

受取保険金 3,958 -

その他 2,009 1,958

営業外収益合計 11,858 8,426

営業外費用

支払利息 1,634 2,115

固定資産賃貸費用 303 221

その他 180 -

営業外費用合計 2,117 2,336

経常利益 323,722 153,398

特別損失

固定資産除却損 2,729 -

特別損失合計 2,729 -

税金等調整前四半期純利益 320,993 153,398

法人税、住民税及び事業税 117,277 63,320

法人税等調整額 5,204 971

法人税等合計 122,481 64,292

四半期純利益 198,511 89,106

親会社株主に帰属する四半期純利益 198,511 89,106
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

四半期純利益 198,511 89,106

四半期包括利益 198,511 89,106

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 198,511 89,106



株式会社ジェーソン(3080) 2026年２月期 第１四半期決算短信

7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当社グループの事業セグメントは、小売事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略し

ております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

減価償却費 38,262千円 52,135千円

のれんの償却額 28〃 28〃


